
最新の研究 



養豚飼料中の機能性たん白質の役割 

• 基本的に、クリープフィードに使用され、
離乳後少なくとも2週間給与 

 

• 数多くの研究結果では、 

• 過去30年以上に渡り養豚飼料で実績 

• 平均日量体重が31%改善 

• 平均日量飼料摂取量が25%改善 

• 飼料効率が4%改善 

 

 

 

1 Number of experiments 

Coffey and Cromwell, 2001. Pig News and Information 22(2):39N-48N. 

Van Dijk, 2001. Livestock Production Science 68:263-274. 



離乳時ストレスへの影響 

• 飼料摂取量や成長成績が減少 

• 下痢が多発 

 

• 離乳時、炎症反応を誘発 

• 離乳時、腸内損傷を誘発 

• 離乳時の腸内損傷が豚の成長成績に悪影
響を及ぼす可能性 

 

 

http://www.google.com/imgres?imgurl=http://iowafarmbureau.files.wordpress.com/2009/08/hf.jpg&imgrefurl=http://iowafarmbureau.wordpress.com/2009/08/31/hog-farmer-blog/&usg=__zhw9FhAUy4vtdksZsxQV36GlPEg=&h=436&w=589&sz=255&hl=en&start=5&um=1&itbs=1&tbnid=aaZPkJ-aFqKuDM:&tbnh=100&tbnw=135&prev=/images?q=hog+farmer&um=1&hl=en&sa=N&rls=WZPA,WZPA:2006-17,WZPA:en&tbs=isch:1


離乳時ストレスによる成長成績悪化が 

出荷体重に影響を及ぼす 

• 離乳直後に子豚体重が
約 100-250 g減少  

• 離乳後1週間の増体重

が出荷時体重に影響す
る 

• 離乳後1週間の体重減
少は出荷までに10日間

余り飼育日数を必要と
する 
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血しょうたん白給与は平均増体重に比例する 
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Kats et al., 1994, J Anim Sci 72:2075-2081; Crenshaw et al., 2015, J. Anim. Sci. 93(Suppl. 2):138.  



きちんとした給与量が重要です！ 
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14日間少なくとも5%の血しょうたん白を給与 



効果の優位性：血しょうたん白入り飼料vs 

他たん白物質入り飼料若しくは抗生物質抜き飼料 

Torrallardona, 2010, Asian-Australian J. Anim. Sci. 23:131-148   

投薬治療 

対照区に対する血しょうたん白の影響Incremental change for 
Plasma over Control 

n ADG (g/d) ADFI (g/d) FG (g/g) 

あり 110 +36* +43* -0.02 

なし 33 +41* +32* -0.34* 
N: Number of trials. 

* p<0.05. SDP vs Control 

重要点：血しょうたん白の給与は、抗生物質無しでも子豚は健康に育つ 

大学の実験結果は、離乳14日後の子豚体重が血
しょうたん白区で平均0.5㎏増加 

機能性たん白質が飼料添加物である抗生物質の依存度を 
低減させる 



抗生物質無しの飼料にAPC社の血しょうたん白を 

添加した時の優位性について 

対照区 血しょうたん白6％添加 改善率% 

35日齢体重kg 7.86 8.56 8.9 

増体, g/d 120 166 38.9 

飼料摂取量, 

g/d 
171 212 24.1 

飼料効率
Feed:gain 

1.45 1.27 14.5 

• 21日離乳の子豚にAPC社の血しょうたん白を6%添加した飼
料を給餌した結果、35日齢の平均子豚体重が0.7㎏増加 

APC RD 2011-2013; combined data of 4 experiments; 238 pens; 1209 pigs; 6.2 kg initial BW. 



コリスチン添加飼料と血しょうたん白添加飼料の 

成長成績は同等 

• 血しょうたん白 7% (P)添加
飼料は抗菌剤を使用しない
子豚より成長成績が改善さ
れた 

 

• 血しょうたん白を給与した子
豚の成長成績は300 ppm 

のコリスチン(A)を添加した
子豚の成長成績と近い結果
であった 
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Torrallardona et al., 2003, J. Anim. Sci. 81:1220–1226. 

ADG: P, A, P < 0.05  



大腸菌（E. coli）を強制植菌させた子豚に血しょうたん白の給与は 

コリスチン投薬の子豚と同等の成長成績 

• 血しょうたん白 (P)を6%給与した子豚と抗生物質（コリスチン 250 mg/kg + アモキシリン
500 mg/kg）無しの子豚を比較すると、日量増体重が改善した。 

• 離乳後、4日後に大腸菌 E. Coli K88を強制植菌させた子豚への試験 
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Bosi et al., 2004, J. Anim. Sci. 82:1764-1772. 

ADG: Plasma P < 0.05  



測定項目 対照区 血しょうた

ん白区 

酸化亜鉛区 

大腸菌（E. coli K88）を植菌させ、24時間後の糞便の硬さ 2.7a 2.0b 1.9b 

植菌後、7日後に大腸菌（E. coli K88）を排出させた子豚割

合（%） 

81a 29b 42ab 

斃死率（%） 40.0a 6.6b 13.3b 

双方の原料は、離乳子豚の糞便の硬さ、大腸菌排出量、更に死亡率を減少させた。 

大腸菌（E. coli）に強制植菌させた子豚における 

血しょうたん白給与と酸化亜鉛給与の比較試験 

Owusu-Asiedu et al., 2003..  J. Anim. Sci. 81:1790-1798. 

子豚 (10日齢)に 6-mL 1010 cfu/mLの大腸菌を強制植菌させた  

1Fecal consistency: 0, normal; 1, soft stools; 2, mild diarrhea media; 3, severe diarrhea 



血しょうたん白と抗菌剤代替品との比較 

代替原料 平均日量増体% 

血しょうたん白 23 - 27 

有機酸 12 

ホエイプロテイン 4 

マンナンオリゴ糖 (MOS) 4 

Pettigrew, Feed Ingredients that improve health, 2007 Leman Swine Conference 

Meta-analysis of published experiments 



 

血しょうたん白vs “新しい” 代替たん白 

原料表記 原料名 

SP 大豆たんぱく濃縮物 

HP 
Hamlet – 酵素分解大豆たん
ぱく質と酵母との混合物 

PM ProtiMax – 卵抗体物 

SDP AP920 – 血しょうたん白5%  

Crenshaw et al., 2017 Translational Animal Science 

8.13 
8.04 8.02 

9.05 

7.4

7.6

7.8

8.0

8.2

8.4

8.6

8.8

9.0

9.2

BW D 35

35日齢体重 

SP HP PM SDP

わずか14日後で血しょうたん白区は他の代替たん白区と増体比較で平均1㎏増であった 

SDP vs others, P < 0.01 



PRRSウイルス陽性反応の子豚へ 

血しょうたん白給与vs代替品との比較試験 

• 21日齢離乳の子豚960頭（ PRRSウイルス陽性反応有り）

• １つの飼料給餌設定につき20ペン; 24頭/ペン

フェーズ１飼料は400ppmのCTC及び31.8ppmのチアムリンを含有。フェーズ２飼料は440ppmのCTC含有。酸化亜
鉛は、フェーズ1飼料に2500ppm,フェーズ2飼料に2000ppm、フェーズ3飼料に250ppmを含有。

飼料設定 血しょうたん白設定 代替品設定 

フェーズ 日数 AP920 $/kg 血しょうたん白代替品 $/kg 

1 0-14 5% 1.104 ペプトン、チキンプロテイン, 酵母に 
その他の添加物 

1.116 

2 14-21 2.5% 0.622 ペプトン、大豆たんぱく濃縮物、 
酪酸ナトリウム 

0.560 

3 21-48 共通飼料 0.385 Common 0.385 

Crenshaw et al., 2017. J. Swine Health Prod. 25(1):10-18 

病状に対し、適切な血しょうたん白を給与



PRRSウイルス陽性反応がある 子豚への 

血しょうたん白vs代替品の比較試験 

体重, kg 斃死率, % 

+0.8 kg の増体と40%の斃死率改善
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血しょうたん白の適切な使用量により、養豚生産者はその経済効果を得られる



子豚飼料への血しょうたん白給与が出荷
までの成長成績に影響を与える 

Pujols et al., 2016 Porcine Health Mgt 2(4)1-11  
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試験期間の斃死率 

Pujols et al., 2016 Porcine Health Mgt 2(4)1-11  
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血しょうたん白給与は、その後の斃死率を改善させた 

Main effect plasma P < 0.05 D 14-48; D 0-48; D 0-145 



飼料コストは適切ですか？ 

• 試験結果によると、離乳後の期間に良いス
タートを切ると、その後の結果影響を与える 

• コスト削減の一環で、フェーズ１飼料の使用
量を削減する飼料予算を組んでいる  

• 適切な飼料予算を立てている限り、血しょうた
ん白含有飼料を給与することで豚に必要な栄
養を供給させ、経済効果をもたらす 



DON（カビ毒）汚染小麦を含む飼料を与えた子豚の日量平均体重への 

血しょうたん白の影響 
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Positive control diets (PC) contained 3.9 ppm DON from naturally contaminated wheat; SDP 8% of diet; 

Clay 0.2% of diet; 8 pens/diet; 5 pigs/pen. Within period, letters with uncommon superscripts differ P < 0.05) 

カビ毒汚染原料に血しょうたん白を添加した飼料を給与された子豚は、非汚染飼料を摂取した子豚と同様に成長した 



アフラトキシンとフモニシンに汚染されたトウモロコシを含む 

飼料を給与した子豚の日量平均体重 

フェーズ 1: ADG D 0-12 
(飼料中にカビ毒無し)  

* 

0

50

100

150

200

250

300

C P6

C P6

フェーズ 1&2: ADG D 0-33 

(Phase 1/Phase 2) 

280

300

320

340

360

380

400

420

440

C/C P6/C C/M P6/M

C/C P6/C C/M P6/M

Phase 1, C = Control; P6 = SDP 6%;  

30 pens/trt; 3 pigs/pen; * P < 0.05 
Phase 1, C = Control; P6 = SDP 6% 

Phase 2, C = Control; M = Aflatoxin, 180 ppb; FUM, 9 ppm in corn used in diet 

6 diets; 10 pens/diet; 3 pigs/pen;  

Adapted from Weaver et al., 2014 J Anim Sci 92:3878-3888 

飼料中のカビ毒汚染の有無においても、血しょうたん白を与えた子豚は対照区と比較し、日量平均体重に有意差があった 



まとめ：重要点 

• 離乳後の飼料摂取量と成長率の改善. 

• 離乳ストレス期間中の消化器系の健康をサポートし、
その後の成長成績に好影響を与える 

• 成長促進のための抗生物質の代替となる 

• カビ毒に対する回復力を改善する 

血しょうたん白はストレス環境にある家畜に適切な栄
養を供給し、回復力を高め健康的に 

育つことに寄与する 



子豚への血しょうたん白推奨添加量 

2.5% SDP +/- 1.25% SDP 5% SDP 

フェーズ 1飼料 

14日まで 

フェーズ2飼料 

15-21日間 
フェーズ3飼料 

22-48日間 

あらゆる飼料設計
に対し 

ストレス環境下では、
さらに 

高ストレス環境下で
は、さらに 



血しょうたん白推奨添加量とその経済効果 




